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e-Learning科目の科目学修到達目標並びに課題    科目【AI（人工知能概論）【Ⅱ】～教員のためのデータサイエンス～】 

【概要】 

本講座は、教育現場においてデータサイエンスの基本的な知識とスキルを身につけ、実践的に活用できるように設計された教材です。データの収集・整

理・分析・可視化の基本的な手法から、教育データの具体的な活用例、さらにデータ倫理やプライバシーの重要性まで幅広く解説します。教員が日常の授

業や学校運営において、データを効果的に活用し、より良い教育環境を構築するための基礎知識と実践力を養うことを目的としています。データリテラシ

ーの向上により、教育の質の向上や、個別最適化された指導、教育政策の立案にも寄与できる人材育成を目指します。 

 

【学修到達目標】 

① データサイエンスの基本的な概念と用語を理解し、説明できる。 

② 教育現場で扱うデータの種類や収集方法、整理の基本的な手法を理解し、実践できる。 

③ 基本的な統計分析やデータの可視化技術を用いて、教育データから有益な情報を抽出できる。 

④ 教育データの活用例や事例を理解し、自校や授業に応用できるアイデアを持てる。 

⑤ データの倫理やプライバシーに関する基本的な考え方を理解し、適切に対応できる。 
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No テーマ 学修到達目標 内 容 課題 

第 1講 データサイエンスとは何

か 

① データサイエンスの定義と基本的な概念

を説明できる。 

② データサイエンスが現代社会やさまざま

な分野で果たす役割を理解できる。 

③ データの収集・分析・可視化の流れと、

その重要性を説明できる。 

現代社会において、データサイエンスはますます重要な

役割を果たしています。データサイエンスとは、大量の

データを収集・・分析し、その結果から有用な知見や意思

決定の材料を導き出す学問・・技術の総称です。情報化社

会の進展に伴い、さまざまな分野でデータの重要性が高

まる中、データサイエンスはビジネス、医療、教育、公

共政策など、多岐にわたる領域で活用されています。 

この分野の基本的な流れは、まずデータの収集から始ま

ります。インターネットやセンサー、アンケート調査な

ど、多様な手法でデータを集め、その後、ノイズや欠損

値を取り除く前処理を行います。次に、統計学や機械学

習の手法を用いてデータを分析し、パターンや傾向を抽

出します。最後に、分析結果をわかりやすく伝えるため

に、グラフやチャートを用いた可視化を行います。 

データサイエンスの意義は、単なるデータの収集や分析

にとどまらず、現実の問題解決や意思決定の質を向上さ

せる点にあります。例えば、企業は顧客の購買行動を分

析してマーケティング戦略を最適化したり、医療分野で

は患者の診断や治療計画に役立てたりしています。こう

した活動を支えるためには、データの取り扱いに関する

倫理やプライバシー保護も重要な課題となっています。 

また、データサイエンスは単なる技術だけでなく、問題

① データサイエンスの定義や役割につい

て、複数の資料や文献を比較しながら、自分

の言葉で説明できるようにすること。 

② データサイエンスの各工程（データ収

集、前処理、分析、可視化）の具体的な例を

挙げ、それぞれの重要性と役割を理解し、説

明できるようにすること。 

③ データサイエンスの技術や用語につい

て、専門的な内容を理解しながらも、初心者

にもわかりやすく説明できるように、基本的

な概念や用語の整理を行うこと。 
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設定や解釈力も求められる学問です。 

１．データサイエンスの学習における課題 

この分野を学ぶ上で、いくつかの課題も存在します。第

一に、データサイエンスの定義や役割について理解を深

めることが求められます。多くの資料や文献が存在し、

それぞれの解釈や強調点が異なるため、自分の言葉で正

確に説明できるようになることが重要です。 

２．データサイエンスの各工程（データ収集、前処理、

分析、可視化）の具体的な例を理解し、それぞれの役割

や重要性を把握することも課題です。これにより、実際

の問題解決に応用できる力が養われます。 

３．専門的な用語や技術についての理解を深めることも

必要です。初心者にとっては難解に感じることも多いた

め、基本的な概念や用語を整理し、わかりやすく説明で

きるようにすることが求められます。 

これらの課題を克服するためには、資料や事例を多く

読み、実践的な演習を重ねることが効果的です。また、

自分の言葉で説明できるように練習し、理解を深めるこ

とも重要です。こうした取り組みを通じて、データサイ

エンスの基礎をしっかりと身につけ、今後の学習や実践

に役立てていくことが期待されます。 
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第 2講 データの種類と収集方法 ① さまざまな種類のデータ（定量データ、

定性データ、時系列データなど）を理解し、

それぞれの特徴や適した分析方法について説

明できる。 

② データの収集方法（観察、アンケート、

実験など）を理解し、具体的な場面に応じた

適切な収集手法を選択できる。 

③ データの種類と収集方法の違いを理解

し、実際の教育現場や調査活動において適切

なデータ収集計画を立てることができる。 

データサイエンスを学ぶ上で、最も基本的かつ重要な知

識は、「どのような種類のデータが存在し、それらをどの

ように収集するか」という点です。これらの理解は、教

育現場や調査活動において適切なデータを収集し、正確

な分析を行うための土台となります。 

まず、データには大きく分けて・「定量データ」と・「定性

データ」の二つがあります。定量データは数値で表され

るもので、計測や計算が可能です。例えば、生徒の身長、

体重、テストの点数、授業時間などが該当します。これ

らは平均値や標準偏差といった統計的手法を用いて分

析しやすく、比較や傾向の把握に適しています。 

一方、定性データは属性やカテゴリーを表すもので、

数値ではなく分類や属性を示します。例えば、生徒の性

別、好きな教科、出席状況、評価（良い・普通・悪い）

などが含まれます。これらはクロス集計や比率の計算に

より、パターンや傾向を見つけるのに役立ちます。 

また、データはその性質に応じてさらに細かく分類され

ることがあります。離散データは、数えられるもので、

例としてクラスの人数や参加者数があります。連続デー

タは、任意の範囲の値を取ることができ、気温や時間、

身長などが該当します。時系列データは、時間の経過と

ともに変化するデータであり、気温の推移や株価の動き

などが例です。 

① 次のデータの種類を分類し、それぞれの

特徴と適した分析例を述べなさい。 

a)・生徒の身長の測定値 

b)・生徒の好きな教科（国語、数学、英語な

ど） 

c)・1 週間の気温の変化（時系列データ） 

② 以下の状況に適したデータ収集方法を

選び、その理由を説明しなさい。 

a)・学校の授業改善のために生徒の意見を集

めたい。 

b)・校内の運動会の参加者数を正確に把握し

たい。 

c)・地域の気候変動を長期的に観察したい。 

③ 阿なたが教員として、クラスの学習状況

を把握するためのデータ収集計画を立てる

とします。どのようなデータを収集し、どの

方法で行うかを具体的に記述しなさい。 
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１．データの収集方法 

データの種類に応じて適切な収集方法を選択すること

が重要です。代表的な方法には以下のものがあります。 

（１）観察法 

観察法は、自然な状態や行動をそのまま記録する方法で

す。例えば、授業中の生徒の様子や、校内の活動の様子

を記録する際に用います。観察は、客観的なデータを得

るのに適しており、特に行動や態度の記録に有効です。

ただし、観察者の主観や偏りに注意が必要です。 

（２）アンケート調査 

アンケートは、多くの人から意見や情報を収集するのに

適した方法です。紙やオンラインフォームを用いて、質

問項目を作成し、生徒や保護者、教員に回答してもらい

ます。定量的なデータ・（例・ 満足度の点数）や定性的な

意見・（例・ 改善点の提案）を収集できます。設問の設計

や回答の集計・分析がポイントです。 

（３）実験・試験 

特定の条件を設定し、その結果を測定する方法です。例

えば、新しい指導法の効果を検証するために、一定期間

実施し、その前後の成績や態度の変化を比較します。実

験は因果関係を明らかにするのに有効ですが、倫理的配

慮や実施の難しさも伴います。 

（４）既存資料の活用 
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学校の成績記録や出席簿、調査報告書など、すでに存在

する資料を利用する方法です。これにより、コストや時

間を節約しながら、多くのデータを収集できます。ただ

し、データの正確性や最新性に注意が必要です。 

教員がデータサイエンスの基礎を理解し、実践できる

ようになるためには、まずデータの種類とそれに適した

収集方法を正しく理解することが不可欠です。定量デー

タと定性データの違いを把握し、それぞれの特徴に応じ

た収集手法を選択することが、正確なデータ分析の第一

歩です。観察法やアンケート調査、実験、既存資料の活

用など、多様な収集方法を状況に応じて使い分ける能力

を養うことが求められます。さらに、データの収集にあ

たっては、倫理的配慮やプライバシーの保護も重要で

す。例えば、個人情報を扱う場合は適切な管理と同意取

得が必要です。 

教員がデータサイエンスの基礎をしっかりと身につ

けることで、教育現場におけるさまざまな課題解決に役

立てることが期待されます。例えば、学習状況の把握や

授業の改善、児童・・生徒の個別支援、学校運営の効率化

など、多岐にわたる場面でデータを活用できるようにな

ります。これにより、より客観的で根拠に基づく意思決

定が可能となり、教育の質の向上につながります。さら

に、データの収集と分析のスキルは、ICT 教育やプログ
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ラミング教育とも連携しやすく、未来の教育環境におい

てますます重要性を増すでしょう。 

したがって、教員は日常の教育活動の中で積極的にデ

ータを取り入れ、継続的に学び続ける姿勢が求められま

す。最後に、データサイエンスは単なる技術や知識の習

得だけでなく、教育の現場での実践と連携させることが

最も重要です。これからの教育者は、データを活用した

新しい教育のあり方を模索し、子どもたちのより良い未

来を築くための一助となることを目指しましょう。 

第３講 データの前処理とクリー

ニング 

① データ前処理とクリーニングの基本的な

目的と重要性を理解できる。 

② 欠損値や異常値の検出と適切な処理方法

を説明できる。 

③ データの整形や正規化の手法を理解し、

実際に適用できる。 

データサイエンスにおいて、収集した生データはその

ままでは分析に適さない場合が多く、前処理とクリーニ

ングは非常に重要な工程です。これらの工程は、データ

の品質を向上させ、正確な分析結果を得るための基礎と

なります。 

まず、前処理の目的は、データの欠損や誤りを修正し、

分析に適した形に整えることです。生データには、入力

ミスや測定エラー、欠損値、異常値などが含まれること

が多く、これらを適切に処理しないと、分析結果に偏り

や誤りが生じる可能性があります。 

次に、欠損値の処理についてです。欠損値は、回答漏

れや測定不能な場合に生じます。これを放置すると、統

計解析や機械学習モデルの性能に悪影響を及ぼすため、

適切な対応が必要です。一般的な方法としては、欠損値

① 欠損値が含まれるデータセットに対し

て、どのような処理方法が考えられるか説明

してください。 

② 異常値を検出するための方法を 2 つ挙

げ、それぞれの特徴を説明してください。 

③ データの正規化と標準化の違いについ

て説明し、それぞれのメリットを述べてくだ

さい。 
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を持つデータを除外する、平均値や中央値で埋める、ま

たは予測モデルを用いて推定する方法があります。 

１．異常値（アウトライアー）の検出と処理 

異常値は、他のデータと著しく異なる値であり、分析

結果に大きな影響を与えることがあります。これらを検

出する方法には、箱ひげ図や標準偏差を用いた方法があ

ります。検出後は、誤ったデータとして除外したり、適

切な値に置き換えたりします。異常値の適切な処理は、

分析の信頼性を高めるために不可欠です。 

２．データの整形と正規化 

データの整形には、データの型変換や不要な情報の削

除、カテゴリーデータのエンコーディングなどが含まれ

ます。これにより、分析やモデル構築がスムーズに行え

ます。また、正規化や標準化は、異なる尺度のデータを

比較可能にし、機械学習モデルの性能向上に寄与しま

す。例えば、最小-最大スケーリングや Z スコア正規化

が一般的です。これらの処理を適切に行うことで、デー

タの一貫性と分析の精度が向上します。 

第４講 データの可視化と探索的

データ分析（EDA） 

① データの可視化の目的と基本的な手法を

理解し、適切に選択・実施できる。 

② 探索的データ分析（EDA）の意義と基本

的な流れを説明できる。 

③ 可視化ツールやグラフの種類を理解し、

データの可視化と探索的データ分析・（EDA）は、デー

タ分析の最初の段階で非常に重要な工程です。これらの

手法を通じて、データの全体像や潜在的なパターン、異

常値、関係性を直感的に理解し、次の分析やモデル構築

に役立てます。 

① ヒストグラムと箱ひげ図の違いと、それ

ぞれの特徴について説明してください。 

② 散布図を用いた探索的データ分析の際

に、どのような情報を得ることができるか具

体例を挙げて説明してください。 
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データの特徴や傾向を効果的に把握できる。 まず、可視化の目的は、数値やカテゴリーデータの分

布や関係性を視覚的に把握し、データの特徴や傾向を理

解することです。グラフや図表を用いることで、数値だ

けでは見えにくいパターンや異常を発見しやすくなり

ます。代表的な可視化手法には、ヒストグラム、棒グラ

フ、箱ひげ図、散布図、折れ線グラフなどがあります。

例えば、学校の成績分布をヒストグラムで示すことで、

平均や偏り、極端な値・（アウトライアー）を把握できま

す。 

次に、EDAの過程では、まずデータの基本的な統計量

を計算し、データの中心傾向やばらつき、分布の形状を

把握します。例えば、平均値や中央値、最小値・・最大値、

四分位範囲などを確認します。これにより、データの偏

りや異常値の存在を見つけやすくなります。 

次に、可視化を用いてデータの分布や関係性を直感的

に理解します。ヒストグラムや箱ひげ図は、データの分

布や外れ値の検出に有効です。散布図は、二つの変数間

の関係性や相関を視覚的に示すのに適しています。カテ

ゴリーデータの場合は、棒グラフや円グラフを用いて、

各カテゴリーの割合や頻度を把握します。 

また、多変量の関係性を理解するために、相関係数や

散布図行列を作成します。これにより、変数間の相関の

強さやパターンを把握し、後の分析やモデル選択に役立

③ 探索的データ分析の過程で欠損値や異

常値を発見した場合、どのような対応策が考

えられるか、具体的な方法を挙げて説明して

ください。 
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てます。さらに、欠損値や異常値の検出も重要なステッ

プです。欠損値は適切に処理し、異常値は除外または修

正します。 

EDA の最終目的は、データの性質や構造を深く理解

し、次の分析段階に進むための準備を整えることです。

これにより、分析の精度向上や誤った結論の回避が可能

となります。 

第５講 統計学の基礎 ① 基本的な統計量（平均値、中央値、最頻

値、分散、標準偏差など）の意味と計算方法

を理解し、適切に使い分けられる。 

② データの分布や傾向を表すための代表的

な統計的手法・（ヒストグラム、箱ひげ図など）

を理解し、実際に作成・解釈できる。 

③ 確率の基本概念と、その応用例を理解し、

日常や教育現場でのデータ解釈に役立てられ

る。 

統計学は、データを収集・・整理・・分析し、そこから意

味のある情報を引き出す学問です。教員が教育や調査の

場面でデータを理解し、適切な判断を下すために不可欠

な基礎知識です。 

まず、記述統計の基本的な概念として、データの中心

や散らばりを表す統計量があります。代表的なものに

は、**平均値・（算術平均）**があります。これは、デー

タの合計をデータ数で割った値で、データの一般的な傾

向を示します。一方、中央値は、データを小さい順に並

べたときの中央の値で、外れ値に影響されにくい特徴が

あります。 

最頻値・（モード）は、最も頻繁に出現する値で、カテ

ゴリーデータや離散データの代表値として用いられま

す。 

次に、データの散らばりやばらつきを表す指標とし

て、分散と標準偏差があります。分散は、各データと平

① データの平均値、中央値、最頻値の違い

と、それぞれの特徴について説明してくださ

い。 

② 以下のデータセット・（例・ 5,・7,・8,・8,・9,・

10,・12）について、分散と標準偏差を計算し、

その意味を説明してください。 

③ コインを 10 回投げたときに表が出る確

率は 0.5 です。このとき、実際に表が 7回以

上出る確率について二項分布を用いて計算

し、その結果から何がわかるか説明してくだ

さい。 
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均値との差の二乗平均であり、データのばらつきの大き

さを示します。 

また、データの分布や偏りを理解するために、ヒスト

グラムや箱ひげ図といった可視化手法が用いられます。

ヒストグラムは、データを一定の範囲（ビン）に分け、

その範囲内のデータ数を棒グラフで表すもので、データ

の分布の形状や偏り、外れ値の有無を直感的に把握でき

ます。一方、箱ひげ図は、データの最小値、第一四分位

数・（Q1）、中央値・（Q2）、第三四分位数・（Q3）、最大値を

箱とひげで表し、データの散らばりや偏り、外れ値を一

目で理解できる便利な図です。 

次に、確率の基本概念についても理解が必要です。確

率は、ある事象が起こる可能性を数値で表したもので、

0から 1の範囲で示されます。例えば、コインを投げた

ときに表が出る確率は 0.5 です。確率の基本的なルール

には、「排反事象の確率の和は、それぞれの確率の和に等

しい」「独立事象の同時確率は、それぞれの確率の積に等

しい」などがあります。これらのルールは、教育現場や

調査結果の解釈においても重要です。 

最後に、これらの統計的手法や確率の知識は、データ

の正しい解釈や意思決定に役立ちます。例えば、テスト

の平均点や偏差値を理解し、偏りや異常値を見つけるこ

と、また、調査結果の確率的な解釈を行うことは、教育
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の質向上や改善策の立案に直結します。 

第６講 機械学習の基本概念 ① 機械学習の基本的な仕組みと種類（教師

あり学習、教師なし学習、強化学習）を理解

し、それぞれの特徴と適用例を説明できる。 

② モデルの学習過程（訓練、検証、テスト

の流れ）と、その目的や重要性を理解し、適

切なモデル評価指標（正確率、精度、再現率

など）を選択できる。 

③ 過学習やバイアス・バリアンスのトレー

ドオフについて理解し、モデルの汎化性能を

向上させるための基本的な対策を説明でき

る。 

機械学習は、コンピュータに大量のデータを与え、そ

のパターンや規則性を自動的に学習させる技術です。こ

れにより、従来のプログラムでは難しかった予測や分

類、異常検知などのタスクを自動化できます。機械学習

は大きく分けて三つの種類に分類されます。 

まず、「教師あり学習」は、入力データとそれに対応す

る正解・（ラベル）が与えられ、その関係性を学習します。

例えば、学生の成績データから合格・・不合格を予測する

モデルや、画像から猫・・犬を分類するモデルがこれに該

当します。学習の過程では、モデルは入力と正解の関係

を捉え、未知のデータに対しても正確に予測できるよう

に調整されます。 

次に、「教師なし学習」は、正解ラベルなしでデータの

構造やパターンを見つけ出す手法です。 

最後に、「強化学習」は、エージェントが環境と相互作

用しながら、報酬を最大化する行動を学習する手法で

す。例えば、ゲームのプレイやロボットの動作制御に応

用されます。エージェントは、行動を選択し、その結果

得られる報酬をもとに次の行動を改善していきます。こ

れにより、長期的な利益を最大化する戦略を自動的に獲

得します。 

モデルの学習過程では、データを用いてモデルのパラ

① 機械学習の三つの主要な種類・（教師あり

学習、教師なし学習、強化学習）について、

それぞれの特徴と代表的な応用例を説明し

てください。 

② 過学習とは何かを説明し、過学習を防ぐ

ための一般的な方法を 2つ挙げてください。 

① 機械学習モデルの評価指標にはさまざ

まなものがありますが、正解率・（Accuracy）

と再現率・（Recall）の違いについて具体的な

例を用いて説明してください。 
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メータを調整し、予測や分類の精度を高めていきます。

モデルの評価には、正解率や精度、再現率、F値などの

指標が用いられます。これらの指標は、モデルの性能や

汎化能力を測るために重要です。 

しかし、モデルには過学習やバイアス・バリアンスの

問題も存在します。過学習は、訓練データに過度に適合

しすぎて、新しいデータに対して性能が低下する現象で

す。これを防ぐためには、データの増加や正則化、交差

検証などの手法が用いられます。また、バイアスとバリ

アンスのトレードオフを理解し、適切なモデル選択やハ

イパーパラメータ調整を行うことが、良い汎化性能を持

つモデルを作るための基本です。 

このように、機械学習はデータからパターンを抽出

し、予測や意思決定を自動化する強力な技術です。教育

や医療、金融など多くの分野で活用されており、今後も

その重要性は増していくと考えられます。 

第７講 回帰分析と分類モデル ① 回帰分析と分類モデルの基本的な概念と

違いを理解し、適切な場面で使い分けられる

ようになる。 

② 回帰分析における代表的な手法（例 線

形回帰）の仕組みと、その結果の解釈方法を

説明できる。 

③ 分類モデル（例 ロジスティック回帰や

回帰分析と分類モデルは、データサイエンスにおいて

最も基本的かつ重要な予測手法です。これらは、データ

からパターンを抽出し、未知のデータに対して予測を行

うためのモデルです。 

回帰分析は、連続値の予測を目的とします。例えば、

住宅の価格予測、気温の予測、売上高の予測などが典型

的な例です。最も基本的な回帰手法は線形回帰です。線

① 回帰分析と分類モデルの違いについて

示してください。 

② 回帰分析において線形回帰モデルを用

いる場合、どのようにしてモデルのパラメー

タ・（係数）を推定しますか？また、その推定

結果の解釈について説明してください。 

③ 分類モデルの評価指標の一つである F
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決定木）の仕組みと、その評価指標（例 正

解率、再現率）について理解し、モデルの性

能を適切に評価できるようになる。 

形回帰は、説明変数・（特徴量）と目的変数・（予測したい

値）との間に線形関係があると仮定し、最小二乗法を用

いてパラメータを推定します。モデルの式は、目的変数

が説明変数の線形結合として表され、例えば・「価格・=・a・

×・面積・+・b」といった形になります。回帰分析の結果

からは、各説明変数の影響度や、予測値の範囲を理解す

ることができます。 

一方、分類モデルは、データをあらかじめ定められた

カテゴリーに分類することを目的とします。 

分類モデルにはさまざまな手法がありますが、代表的

なものにロジスティック回帰や決定木があります。ロジ

スティック回帰は、線形回帰と似ていますが、出力を確

率値・（0から 1の範囲）に変換するシグモイド関数を用

います。これにより、あるデータが特定のクラスに属す

る確率を推定し、その確率に基づいてクラスを判定しま

す。例えば、「このメールはスパムか？」という問いに対

し、70%の確率でスパムと判定された場合、その結果を

もとに分類します。 

決定木は、特徴量の値に基づいてデータを分岐させて

いく木構造のモデルです。分岐の基準は情報利得やジニ

不純度などの指標を用いて決定され、最終的に葉に到達

したときにクラスを決定します。決定木は直感的に理解

しやすく、特徴量の重要性も把握しやすいのが特徴で

値・（F1 スコア）について、その意味と計算方

法を具体的に説明し、なぜこの指標が重要と

なる場合があるのか例を挙げて説明してく

ださい。 
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す。 

これらのモデルの性能評価には、正解率・（Accuracy）

だけでなく、再現率（Recall）、適合率（Precision）、F

値なども用いられます。例えば、医療診断の場面では、

見逃しを防ぐために再現率を重視することがあります。

一方、スパムメール判定では、誤って正当なメールをス

パムと判定しないことも重要であり、そのために適合率

や F値を考慮します。 

回帰分析と分類モデルは、どちらもデータの性質や目

的に応じて適切に選択し、モデルの性能を評価・・改善す

ることが求められます。これらの理解は、実際のデータ

分析や予測モデルの構築において不可欠です。 

第８講 クラスタリングと次元削

減 

① クラスタリングの基本概念と代表的な手

法を理解し、適切な場面での適用方法を説明

できる。 

② 次元削減の目的と代表的な手法（主成分

分析（PCA）など）を理解し、データの可視

化や前処理に役立てられる。 

③ クラスタリングと次元削減の違いや関係

性を理解し、実データ分析においてこれらの

手法を適切に選択・適用できる。 

クラスタリングと次元削減は、データサイエンスにお

いて重要な前処理・・分析手法です。まず、クラスタリン

グは、データを類似性に基づいて複数のグループ・（クラ

スタ）に分ける手法です。教師なし学習の一種であり、

事前にラベル付けされた情報がなくても、データの構造

やパターンを把握するのに役立ちます。代表的なクラス

タリング手法には、k-means 法や階層的クラスタリン

グがあります。k-means は、事前にクラスタ数を決め、

その数だけ中心点・（クラスタ中心）を設定し、データ点

を最も近い中心に割り当てることでクラスタを形成し

ます。一方、階層的クラスタリングは、データ間の距離

① クラスタリングの代表的な手法を 2 つ

挙げ、それぞれの特徴と適用例について説明

してください。 

② 主成分分析・（PCA）の基本的な仕組みと、

その結果得られる主成分の意味について説

明してください。さらに、PCA を用いる際の

注意点も述べてください。 

③ 高次元データに対して次元削減を行う

目的と、その際に考慮すべきポイントについ

て具体的に説明してください。 
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に基づき、階層的にクラスタを結合または分割していき

ます。クラスタリングは、市場セグメントの特定、画像

の分類、異常検知など多岐にわたる応用があります。 

次に、次元削減は、多次元のデータをより少ない次元

に変換し、データの本質的な情報を保持しつつ、可視化

や計算効率の向上を目的とします。代表的な手法は主成

分分析・（PCA）です。PCA は、データの分散を最大化す

る方向・（主成分を見つけ出し、その方向にデータを射影

することで次元を削減します。これにより、データの構

造やパターンを理解しやすくなり、ノイズの除去や計算

コストの削減にも寄与します。その他の次元削減手法に

は、t-SNE や UMAP などの非線形手法もあり、これらは

高次元データの複雑な構造を低次元に効果的に可視化

するのに適しています。 

クラスタリングと次元削減は、しばしば併用されるこ

とがあります。例えば、多次元のデータに対してまず次

元削減を行い、その後クラスタリングを適用すること

で、計算負荷を軽減し、より明確なクラスタ構造を抽出

できる場合があります。これらの手法を適切に選択・・組

み合わせることは、データの理解と分析の質を高める上

で重要です。 

ただし、次元削減は情報の一部を失うリスクも伴うた

め、目的に応じて適切な手法と次元数を選ぶ必要があり
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ます。クラスタリングと次元削減は、データの構造理解

や可視化、前処理の一環として、データサイエンスの基

礎的な技術として広く利用されています。これらの手法

を理解し、適切に適用できることは、データ分析のスキ

ル向上に直結します。 

第９講 データサイエンスにおけ

るプログラミング基礎 

① プログラミングの基本的な概念と構文を

理解し、データ処理や分析に必要な基本操作

を実行できる。 

②  代表的なプログラミング言語（例 

Python）の基本的な文法とライブラリの使い

方を習得し、簡単なデータ分析プログラムを

作成できる。 

③ データの読み込み、加工、可視化といっ

た基本的なプログラミングスキルを身につ

け、データサイエンスの基礎的な作業を自律

的に行える。 

データサイエンスの基礎を理解するためには、プログ

ラミングの基礎知識が不可欠です。プログラミングは、

データの収集、前処理、分析、可視化といった一連の作

業を自動化し、効率的に行うためのツールです。特に、

Python はそのシンプルさと豊富なライブラリ群によ

り、データサイエンスの分野で広く採用されています。 

まず、プログラミングの基本的な概念として、変数、

データ型・（数値、文字列、リスト、辞書など）、演算子、

制御構造・（if 文、ループ）、関数の定義と呼び出しがあり

ます。これらは、プログラムの基本的な構成要素であり、

データの操作や処理の土台となります。 

次に、Python の基本的な文法について理解します。

例えば、変数への値の代入、条件分岐、繰り返し処理、

関数の作成と呼び出し方です。これらを習得すること

で、簡単なプログラムが作成できます。 

プログラミングにおいては、データの入出力も重要で

す。Python では、pandas や numpy といったライブラ

リを用いることで、CSVや Excel ファイルなどのデータ

① Python を用いて、リストに格納された

数値データの平均値と中央値を計算するプ

ログラムを作成してください。 

② pandas ライブラリを使って、CSVファ

イルからデータを読み込み、特定の列の欠損

値を平均値で埋める処理を行うコードを書

いてください。 

③ matplotlib や seaborn を用いて、デー

タの散布図とヒストグラムを作成し、データ

の分布や関係性を視覚的に表現してくださ

い。 
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を簡単に読み込み、データフレームや配列として扱うこ

とができます。これにより、大量のデータを効率的に処

理できるようになります。 

次に、データの前処理もプログラミングの重要な側面

です。欠損値の処理、データの正規化や標準化、カテゴ

リ変数のエンコーディングなどを行います。これらの操

作は、pandas や scikit-learn といったライブラリを使

うことで、比較的容易に実現できます。 

また、データの可視化もプログラミングスキルの一環

です。matplotlib や seaborn といったライブラリを用

いて、散布図、ヒストグラム、箱ひげ図などを作成し、

データの分布や関係性を視覚的に理解します。 

最後に、プログラミングの学習には、実際に手を動か

してコードを書きながら理解を深めることが重要です。

簡単なデータ分析の例題を自分で解いてみることで、理

論だけでなく実践的なスキルも身につきます。 

第10講 ビッグデータとその処理

技術 

① ビッグデータの定義と特徴（Volume,・

Velocity,・Variety）を理解し、説明できる。 

② ビッグデータの処理に用いられる主要な

技術やツール・（例・ Hadoop、Spark など）を

理解し、その基本的な仕組みを説明できる。 

③ ビッグデータ処理の課題とその解決策

（例・ データの品質管理、スケーラビリティ、

ビッグデータとは、従来のデータ処理技術では扱いき

れないほどの大量のデータを指します。一般的に、「3V」

と呼ばれる特徴があり、Volume・（量）、Velocity・（速度）、

Variety・（多様性）が挙げられます。Volume は膨大なデ

ータ量を意味し、テラバイトやペタバイト単位のデータ

が日々生成されています。Velocity はデータの生成と処

理の速度であり、リアルタイムやほぼリアルタイムでの

①  ビッグデータの「3V」（Volume、

Velocity、Variety）について、それぞれの特

徴と具体例を挙げて説明してください。 

② Hadoop と Apache・ Spark の違いにつ

いて、処理速度や用途の観点から比較し、そ

れぞれの特徴を述べてください。 

③ ビッグデータ処理における課題の一つ



- 19 - 

 

セキュリティ）について理解し、議論できる。 分析が求められるケースが増えています。Variety はデ

ータの種類や形式の多様性を指し、構造化データだけで

なく、非構造化データや半構造化データも含まれます。 

これらの特徴により、従来のリレーショナルデータベ

ース管理システム・（RDBMS）では対応が難しくなり、新

たな処理技術が必要となります。そこで登場したのが、

分散処理技術です。代表的なものにHadoop や Apache・

Spark があります。Hadoop は、MapReduce というプ

ログラミングモデルを用いて、大規模データを分散環境

で効率的に処理します。 

Hadoop のエコシステムには、HDFS（Hadoop・

Distributed・File・System）やMapReduce、Hive、Pig

などのツールが含まれ、大規模データの保存・・処理・・分

析を効率的に行うことができます。一方、Apache・Spark

は、Hadoop よりも高速な処理を可能にし、インメモリ

処理を活用してリアルタイム分析や機械学習の実行に

適しています。これらの技術は、クラウド環境やオンプ

レミスの分散システム上で動作し、スケーラビリティや

耐障害性を確保しています。 

ビッグデータ処理には、これらの技術を適切に選択

し、組み合わせることが重要です。また、データの品質

管理やプライバシー保護も重要な課題です。大量のデー

タを扱うため、誤ったデータやノイズの除去、データの

である・「データの品質管理」について、その

重要性と具体的な対策例を説明してくださ

い。 
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正確性の確保が求められます。さらに、個人情報や機密

情報の取り扱いに関しては、法規制や倫理的配慮が必要

です。これらの課題に対処するために、データの匿名化

やアクセス制御、暗号化などの技術が活用されていま

す。 

総じて、ビッグデータの処理技術は、情報社会の発展

とともに進化し続けており、教育や産業、医療、行政な

ど多岐にわたる分野での応用が期待されています。教員

としては、これらの基礎知識を理解し、学生に適切に伝

えることが求められます。 

第11講 データの倫理とプライバ

シー 

① データの倫理的取り扱いの重要性と基本

的な原則を理解し、説明できる。 

② 個人情報保護のためのプライバシー保護

技術や法規制・（例・ 個人情報保護法、GDPR）

について理解し、適切に適用できる。 

③ データの倫理的課題やプライバシー侵害

のリスクを認識し、その対策や責任あるデー

タ活用の方法について議論できる。 

データサイエンスの発展に伴い、個人情報やセンシテ

ィブなデータを扱う機会が増えています。これに伴い、

データの倫理的取り扱いやプライバシー保護の重要性

が高まっています。まず、データの倫理とは、データを

収集・・利用・・公開する際に、個人の権利や尊厳を尊重し、

公正かつ責任ある行動を取ることを指します。倫理的な

データ活用には、本人の同意を得ること、目的外利用を

避けること、データの正確性を保つことなどが基本原則

として挙げられます。これらの原則を守ることは、信頼

性の確保や社会的信用の維持に不可欠です。次に、プラ

イバシー保護は、個人情報が不適切に漏洩したり、不正

に利用されたりするリスクを低減するための技術や法

規制を指します。代表的な法規制には、日本の個人情報

① データの倫理的取り扱いにおいて重要

な原則を 3つ挙げ、それぞれについて具体例

を交えて説明してください。 

② 個人情報保護法や GDPR などの法規制

が求める、個人情報の取り扱いに関する基本

的なルールを説明し、それらを遵守するため

の具体的な対策例を挙げてください。 

③ データのプライバシー保護において、匿

名化や暗号化などの技術の役割と、それらを

適切に活用する際の注意点について述べて

ください。 
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保護法や EUの GDPR・（一般データ保護規則）がありま

す。 

これらの法規制は、個人情報の収集・・保存・・利用に関

するルールを定め、違反した場合の罰則や責任を明確に

しています。具体的な保護技術としては、データの匿名

化や仮名化、暗号化、アクセス制御、監査ログの管理な

どがあります。これらの技術は、個人を特定できる情報

を隠すことで、プライバシー侵害のリスクを低減しま

す。さらに、データの倫理的取り扱いには、透明性や説

明責任も求められます。たとえば、データ収集の目的や

利用範囲を明示し、本人の同意を得ること、データの利

用状況や結果について説明責任を果たすことが重要で

す。加えて、データの不適切な利用や偏りによる差別や

不公平の発生も倫理的課題です。これらを防ぐために

は、倫理的ガイドラインや監査体制の整備が必要です。

最後に、データの倫理とプライバシー保護は、単なる技

術的対策だけでなく、組織や個人の意識改革も求められ

ます。教育や啓発活動を通じて、責任あるデータ活用の

文化を育むことが重要です。これらの取り組みは、信頼

されるデータ社会の実現に不可欠です。教員としては、

学生に対してこれらの倫理的原則や法規制、技術的対策

を理解させ、実践的な判断力を養う指導が求められま

す。 
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第12講 データサイエンスの実践

的応用例 

① データサイエンスの具体的な応用例を理

解し、説明できる。 

② 各応用例において、どのようなデータ分

析手法や技術が用いられるかを理解し、説明

できる。 

③ 実社会や教育現場において、データサイ

エンスを活用した課題解決の事例を挙げ、応

用の可能性を議論できる。 

データサイエンスは、多様な分野で実践的に応用され

ており、その具体例は私たちの生活や社会のさまざまな

側面に影響を与えています。まず、医療分野では、患者

の診断データや遺伝情報を解析し、個別化医療や早期発

見に役立てられています。例えば、機械学習を用いた画

像診断では、X 線や MRI 画像から疾患の兆候を自動的

に検出し、医師の診断支援を行います。 

次に、マーケティング分野では、顧客の購買履歴やウ

ェブ行動データを分析し、ターゲット広告やパーソナラ

イズされた商品推薦を実現しています。これにより、企

業は効率的なマーケティング戦略を立て、売上向上を図

っています。例えば、オンラインショッピングサイトで

は、過去の閲覧履歴や購入履歴をもとに、個々の顧客に

最適な商品を提案しています。 

教育分野では、学習者の成績や行動データを分析する

ことで、学習の進捗や理解度を把握し、個別指導や教材

の最適化に役立てられています。例えば、学習管理シス

テム・（LMS）を用いて、学生の解答パターンや学習時間

を分析し、苦手分野を特定したり、適切な学習コンテン

ツを推奨したりすることが可能です。 

また、都市計画や交通管理の分野でも、ビッグデータ

と分析技術が活用されています。交通量データや気象情

報を解析し、渋滞の予測や最適な交通ルートの提案、公

① 医療分野において、画像診断に機械学習

を用いることのメリットとデメリットをそ

れぞれ述べなさい。 

② マーケティング分野でのデータサイエ

ンスの応用例として、オンラインショッピン

グサイトでの顧客への商品推薦があります。

これにおいて、どのようなデータが収集さ

れ、どのような分析手法が用いられるのかを

説明しなさい。 

③ 教育分野において、学習者のデータを分

析して学習支援を行うことの意義と、その際

に注意すべき点について述べなさい。 
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共交通機関の運行計画の改善に役立てられています。こ

れにより、都市の効率的な運営や環境負荷の軽減が期待

されています。 

さらに、環境保護や気候変動の研究においても、衛星

画像や気象データの解析が重要です。地球規模の気候変

動のパターンを把握し、適切な対策を立てるために、デ

ータサイエンスは不可欠なツールとなっています。 

これらの応用例からわかるように、データサイエンス

は多岐にわたる分野で実践的に利用されており、社会の

さまざまな課題解決に貢献しています。教育現場におい

ても、データを活用した個別指導や学習支援の最適化

は、今後ますます重要になると考えられます。教員や教

育関係者は、これらの応用例を理解し、自らの教育活動

にどう取り入れるかを考えることが求められます。 

第13講 データ可視化の高度な技

術 

① 高度なデータ可視化技術の種類と特徴を

理解し、適切に選択・活用できる。 

② インタラクティブな可視化ツールやダッ

シュボードの作成方法を理解し、実践できる。 

③ 複雑なデータ構造や多次元データを効果

的に可視化し、洞察を得るための工夫や技術

を説明できる。 

データ可視化は、データの理解と伝達を促進するため

の重要な手法です。基本的なグラフやチャートだけでな

く、より高度な技術を駆使することで、複雑なデータや

多次元データから深い洞察を得ることが可能となりま

す。 

まず、インタラクティブな可視化は、ユーザーがデー

タの特定部分に焦点を当てたり、フィルタリングやズー

ムを行ったりできる技術です。これにより、静的なグラ

フでは捉えきれない詳細情報を動的に探索できます。例

① 多次元データの関係性を視覚的に理解

するために適した可視化手法を 2つ挙げ、そ

れぞれの特徴と適用例を説明してください。 

② インタラクティブなダッシュボードを

作成する際に用いられる代表的なツールを

2つ挙げ、それぞれの特徴と利点を述べてく

ださい。 

③ 機械学習の次元削減手法・（例・ t-SNE や

UMAP）を用いた可視化の目的と、その結果
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えば、Web ベースのダッシュボードやツール・（Tableau

や Power・BI、D3.js など）を用いて、ユーザーが操作で

きる可視化を作成します。 

次に、多次元データの可視化は、複数の変数を同時に

表現し、関係性やパターンを明らかにします。代表的な

手法には、散布図行列・（pair・plot）や主成分分析・（PCA）

による次元削減後の散布図があります。 

また、ヒートマップやサンキー図などの特殊な可視化

手法も、多次元データや複雑な関係性を表現するのに有

効です。ヒートマップは、色の濃淡を用いてデータの密

度や相関関係を視覚的に示し、サンキー図はフローや因

果関係を表現するのに適しています。 

さらに、時系列データの高度な可視化も重要です。単

純な折れ線グラフだけでなく、アニメーションやインタ

ラクティブなタイムラインを用いることで、時間の経過

とともに変化するデータのパターンやトレンドを直感

的に理解できます。これにより、季節変動や長期的な傾

向を把握しやすくなります。 

また、3D 可視化や空間データの可視化も高度な技術

の一つです。地理情報システム（GIS）を用いた地図上

のデータ表示や、3Dモデルを用いたデータの可視化は、

場所や空間的関係性を理解するのに役立ちます。ただ

し、3D 表示は情報過多になりやすいため、適切な工夫

から得られる洞察について説明してくださ

い。 
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と注意が必要です。 

最後に、可視化の自動化とプログラムによるカスタマ

イズも重要です。Python の Matplotlib や Seaborn、

Plotly、Rの ggplot2 や Shiny などのツールを用いて、

複雑なデータセットに対して効率的に高度な可視化を

作成し、必要に応じて自動化やカスタマイズを行う技術

も習得すべきです。 

これらの高度な可視化技術を駆使することで、単なる

データの見た目の良さだけでなく、深い洞察や伝達力の

ある資料作成が可能となります。 

第14講 AI と深層学習の基礎と応

用 

① AI と深層学習の基本的な概念と仕組み

を理解し、その違いと関係性を説明できる。 

② 深層学習の代表的なモデル（例 ニュー

ラルネットワーク、畳み込みニューラルネッ

トワーク、リカレントニューラルネットワー

ク）の構造と特徴を理解し、適用例を説明で

きる。 

③ 深層学習の応用分野とその課題・限界に

ついて理解し、実社会における具体的な事例

を挙げて説明できる。 

人工知能・（AI）は、人間の知的活動を模倣し、学習・

推論・・判断などを行う技術の総称です。AI にはさまざま

なアプローチがありますが、その中でも特に注目されて

いるのが深層学習・（ディープラーニング）です。深層学

習は、多層のニューラルネットワークを用いて、大量の

データから特徴を自動的に抽出し、高度なパターン認識

を可能にします。 

AI の歴史は 1950 年代にさかのぼりますが、従来の

機械学習は特徴量の設計や抽出に人間の知識が必要で

した。一方、深層学習は、画像認識や音声認識、自然言

語処理などの分野で大きな成功を収めており、膨大なデ

ータと計算資源を活用して、従来の手法を凌駕する性能

を発揮しています。 

① 深層学習と従来の機械学習の違いにつ

いて、具体例を挙げて説明しなさい。 

②  畳み込みニューラルネットワーク

（CNN）の特徴と、その代表的な応用例を述

べなさい。 

③ 深層学習の社会的な課題や倫理的な問

題について、あなたの考えを述べ、その解決

策の一例を提案しなさい。 
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深層学習の基本的なモデルは、ニューラルネットワー

クです。これは、人間の神経細胞・（ニューロン）を模し

た構造で、入力層・隠れ層・出力層から構成されます。

各層のニューロンは、前の層からの入力を重み付けし、

非線形関数・（活性化関数）を通じて次の層に伝達します。

多層にわたるこの構造により、複雑なパターンや特徴を

抽出できるのです。特に、畳み込みニューラルネットワ

ーク・（CNN）は画像認識に優れ、画像の局所的な特徴を

捉えることに長けています。リカレントニューラルネッ

トワーク・（RNN）は、時系列データや自然言語処理に適

しており、過去の情報を保持しながら処理を行います。 

深層学習の応用範囲は広く、画像認識・（顔認証、医療

画像診断）、音声認識・（音声アシスタント、翻訳）、自然

言語処理（チャットボット、文章生成）、自動運転車な

ど、多岐にわたります。これらの技術は、従来のルール

ベースや特徴量抽出に頼る手法を超え、大量のデータか

ら自動的に特徴を学習するため、精度向上に寄与してい

ます。 

しかしながら、深層学習には課題も存在します。大量

のデータと計算資源を必要とし、モデルの解釈性が低い

ため、「ブラックボックス」としての側面も指摘されてい

ます。また、過学習やバイアスの問題もあり、倫理的・

社会的な配慮も求められています。さらに、モデルの訓
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練には時間とコストがかかるため、実用化には工夫や工

場的な運用が必要です。 

総じて、深層学習は多くの革新的な応用を生み出して

おり、今後も技術の進展とともに新たな可能性が広がっ

ています。一方で、その課題に対しては、モデルの解釈

性を高める研究や、少ないデータで学習できる手法の開

発、倫理的なガイドラインの整備などが進められていま

す。これらの取り組みを通じて、深層学習の社会的な受

容と実用性は向上し続けています。教員としては、これ

らの基礎知識を理解し、教育現場での適切な活用や、学

生への指導に役立てることが求められます。深層学習の

理解は、今後の AI 技術の発展を見据えた重要なスキル

となるため、基礎からしっかりと学び、実社会の課題解

決に役立てていくことが期待されます。これにより、学

生のデータリテラシーや AI リテラシーの向上にもつな

がります。最後に、深層学習の未来は、より効率的で解

釈しやすいモデルの開発や、倫理的な AI の実現に向け

た研究とともに進展していくでしょう。教員はこれらの

動向を把握し、教育に反映させることが重要です。 

このように、AI と深層学習は、現代社会において不可

欠な技術となっており、その基礎と応用を理解すること

は、教育者としても非常に重要です。深層学習の技術は、

医療、交通、金融、エンターテインメントなど、多くの
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分野で革新的な変化をもたらしています。これらの応用

例を通じて、学生に実社会での具体的な事例を示しなが

ら、技術の意義や課題について議論を深めることが効果

的です。また、深層学習の発展は、倫理的な問題や社会

的な責任も伴います。教員は、技術の進歩だけでなく、

その社会的影響についても理解を深め、学生に対してバ

ランスの取れた視点を提供することが求められます。今

後も、AI と深層学習の動向を注視し、最新の知識と教育

方法を取り入れることで、次世代の人材育成に寄与して

いくことが重要です。これらの知識と理解を基盤に、学

生が未来の社会をリードできるような教育を目指しま

しょう。 

第15講 データサイエンスの未来

と教育への展望 

① データサイエンスの未来の展望とその社

会的・教育的意義を理解できる。 

② 今後の教育現場におけるデータサイエン

ス教育の役割と必要性を説明できる。 

③ データサイエンスの発展に伴う課題と、

それに対する教育の対応策を考察できる。 

データサイエンスは、ビッグデータの収集・・分析・・解

釈を通じて、さまざまな社会課題の解決や意思決定の支

援を行う学問分野です。今後の社会において、データサ

イエンスの重要性はますます高まると予測されており、

その未来展望は多岐にわたります。 

まず、産業界では AI や IoT の普及により、リアルタ

イムのデータ分析や予測モデルの構築が不可欠となっ

ています。これにより、医療分野では個別化医療や早期

診断、金融分野ではリスク管理や詐欺検出、交通分野で

は自動運転や交通流の最適化など、多くの革新的なサー

ビスが実現しています。これらの進展は、データサイエ

① データサイエンスの未来において、社会

や産業界で期待される役割と、その教育的意

義について述べなさい。 

② 今後の教育現場において、データリテラ

シー教育を推進するために必要な取り組み

や内容について具体的に述べなさい。 

③ データサイエンスの発展に伴う倫理的・・

社会的課題を挙げ、それに対して教育現場で

どのような対策や教育内容を取り入れるべ

きか、あなたの考えを述べなさい。 
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ンスの技術者だけでなく、一般のビジネスパーソンや教

育者にも求められるスキルとなっています。 

教育の側面では、データリテラシーの重要性が高まっ

ています。未来の社会を担う子どもたちに対して、デー

タの扱い方や分析の基礎を教えることは、情報化社会に

適応し、主体的に意思決定できる市民を育成することに

つながります。これにより、学校教育や高等教育におい

ても、データサイエンスの基礎的な知識やスキルを身に

つけることが求められるようになっています。特に、プ

ログラミングや統計学の基礎、データの可視化や解釈の

能力は、今後の教育カリキュラムにおいて重要な位置を

占めるでしょう。 

一方で、データサイエンスの発展に伴う課題も存在し

ます。データのプライバシーや倫理的問題、偏ったデー

タによるバイアスのリスク、そしてデータの扱いに関す

る法的・・社会的な規制の整備などです。これらの課題に

対して、教育現場では倫理教育や法的知識の習得を促す

必要があります。また、AI や自動化の進展により、従来

の仕事やスキルのあり方も変化しており、柔軟な思考や

継続的な学習能力を育む教育の重要性も増しています。 

未来の教育は、単なる知識の伝達だけでなく、データ

を活用した問題解決能力や倫理観を育むことが求めら

れます。これにより、学生は変化の激しい社会に適応し、
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自らの意思で情報を判断し、行動できる市民へと成長し

ていきます。したがって、教育者は、データサイエンス

の未来を見据えた教育プログラムの開発と実践を進め

る必要があります。これらの取り組みは、社会全体のデ

ータリテラシー向上と、持続可能な発展に寄与するもの

と期待されます。 

 


